議 でなら なかった。 轎の中 は ひっそりと していて、 

たれ もの 

何人も 乗って いそうに ないし、 見て いる 漢 もない ので 

轎の 傍へ 寄って 往 つて 垂れ を あげた。 垂れ を あげて 農 

きれい 

夫 は 驚いた。 轎の 中にはお 姫 さまの ような 姝な 女が 

いた。 

「これ は、 どうも」 

農夫 は あわてて 垂れ をお ろそうと しと ころで 〔# 「お 

ろそうと しと ころで」 は ママ |-、 女が ちらと こっち を 見た _ 

同時に 農夫 は のけぞ つ た。 

「わ」 

それ は 眼 も 鼻 も 口 もない のつ べらぼうの 顔であった- 



底本： 「伝奇 ノ匣 6 田 中 貢太郎 日本 怪談 事典」 学 研 M 

文庫、 学習 研究社 

2003 (平成 ほ) 年^ 月^日 初版 発行 

底本の 親 本 " 「日本 怪談 全集」 改造 社 

1934 (昭和 9) 年 

入力 ： Hiroswlo 

校正 .. norik:o saito 

2 010 年^ 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



